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参考資料２ 

 

変成器の経年による誤差の変化 

 

  

１． 変成器の誤差データ 

過去に検査された変成器の試験データから、変成器を使用電圧及び種類別に分類し、製造後

10 年以上 15 年未満、20 年以上 30 年未満経過したものについて比誤差、位相角及び合成誤差

に変化があるかどうかの調査を日本電気計器検定所において行った。 

  

（１）低圧変流器 

（定格電流 400A 以下） 

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：171 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの：154 台 
 

  １) 比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差

100%In 0.4 -0.5  0.1 0.23 

20%In 0.3 -0.7  0.0 0.29 
比誤差 

(％) 
5%In 0.3 -1.0 -0.1 0.40 

100%In 11 -12  0 3.1 

20%In 17 - 2  5 3.3 
位相角 

(分) 

負担

100%

5%In 24   3 10 4.4 

100%In 0.8 -0.5 0.2 0.27 

20%In 0.6 -0.6 0.2 0.29 
比誤差 

(％) 
5%In 0.4 -1.0 0.0 0.33 

100%In 12 - 7  1 2.6 

20%In 15   0  4 3.4 

10 年以上

15 年未満 

位相角 

(分) 

負担

50% 

5%In 25   3  9 4.3 

100%In 0.5 -0.5  0.2 0.29 

20%In 0.5 -1.0  0.1 0.40 
比誤差 

(％) 
5%In 0.5 -1.9 -0.1 0.54 

100%In  9 -12  0 2.9 

20%In 22 - 2  5 3.6 
位相角 

(分) 

負担

100%

5%In 41   3 10 6.2 

100%In 0.6 -0.4 0.3 0.28 

20%In 0.6 -0.5 0.2 0.33 
比誤差 

(％) 
5%In 0.6 -0.8 0.1 0.40 

100%In 10 - 9  0 2.8 

20%In 16 - 3  4 3.6 

20 年以上

30 年未満 

位相角 

(分) 

負担

50% 

5%In 28   1  9 5.1 

   ※ 調査台数×素子数の結果である。 

各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２) 力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In 0.15 0.22 0.44 0.66 0.88 

50%In 0.07 0.26 0.52 0.78 1.04 

20%In 0.03 0.29 0.58 0.87 1.16 

10%In -0.09 0.36 0.72 1.08 1.44 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.14 0.40 0.80 1.20 1.60 

100%In 0.19 0.29 0.58 0.87 1.16 

50%In 0.11 0.36 0.72 1.08 1.44 

20%In 0.06 0.40 0.80 1.20 1.60 

10%In -0.03 0.49 0.98 1.47 1.96 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.08 0.54 1.08 1.62 2.16 

 ※ 算出条件 単相３線式 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In  -0.29～0.59  -0.51～0.81  -0.73～1.03

50%In -0.45～0.59 -0.71～0.85 -0.97～1.11

20%In -0.55～0.61 -0.84～0.90 -1.13～1.19

10%In -0.81～0.63 -1.17～0.99 -1.53～1.35

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.94～0.66 -1.34～1.06 -1.74～1.46

100%In -0.39～0.77 -0.68～1.06 -0.97～1.35

50%In -0.61～0.83 -0.97～1.19 -1.33～1.55

20%In -0.74～0.86 -1.14～1.26 -1.54～1.66

10%In -1.01～0.95 -1.50～1.44 -1.99～1.93

20 年以上 

30 年未満 

5%In -1.16～1.00 -1.70～1.54 -2.24～2.08

 

合成誤差の限度：精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.9% 

             5%In 1.35% 

普通電力量計と組み合わせる場合 100%～50%In  1.5% 

              5%In 1.95%  
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（２）高圧（7kV 以下）モールド形変圧変流器 

（定格１次電圧 6.6kV） 

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：180 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの：180 台 
 
 

 
 

１） 変圧器部分の比誤差、位相角 

  負担 最大値 最小値 平均値 標準偏差 

比誤差 (％) 0.1 -0.2 -0.1 0.09 

位相角 (分) 
100% 

10  0  5 2.6 

比誤差 (％) 0.2 -0.1 0.1 0.07 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

7  0  3 1.6 

比誤差 (％) 0.2 -0.1 0.0 0.08 

位相角 (分) 
100% 

14  1  8 3.3 

比誤差 (％) 0.2 0.0 0.1 0.06 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

10  1  5 2.2 

比誤差 (％) 0.4 -0.2 0.0 0.08 

位相角 (分) 
100% 

14  1  5 2.6 

比誤差 (％) 0.4 0.0 0.1 0.07 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

 9  0  3 1.8 

比誤差 (％) 0.3 -0.1 0.1 0.07 

位相角 (分) 
100% 

14  2  9 2.8 

比誤差 (％) 0.4 0.0 0.1 0.06 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

10  1  5 1.9 

※ 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２） 変流器部分の比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差

100%In 0.2 -0.3  0.0 0.14 

20%In 0.2 -0.2  0.0 0.08 比誤差 (％) 

5%In 0.2 -0.4 -0.2 0.12 

100%In  9 -1 2 1.9 

20%In 12 -1 4 2.2 位相角 (分) 

負担

100%

5%In 19 -1 8 3.4 

100%In 0.4 -0.1  0.1 0.14 

20%In 0.3 -0.1  0.1 0.08 比誤差 (％) 

5%In 0.3 -0.3  0.0 0.12 

100%In  7 -3 2 1.6 

20%In  8 -1 3 1.7 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 15 -2 5 2.7 

100%In 0.3 -0.3  0.0 0.14 

20%In 0.2 -0.4  0.0 0.10 比誤差 (％) 

5%In 0.2 -0.6 -0.2 0.14 

100%In  7  0 2 1.6 

20%In 11  0 4 1.8 位相角 (分) 

負担

100%

5%In 24  0 8 3.4 

100%In 0.3 -0.2 0.1 0.13 

20%In 0.3 -0.3 0.1 0.09 比誤差 (％) 

5%In 0.3 -0.4 0.0 0.14 

100%In  5 -1 2 1.4 

20%In  9  0 3 1.6 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 17 -1 6 2.9 

   ※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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３）力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In -0.03 0.15 0.30 0.45 0.60 

50%In -0.05 0.09 0.18 0.27 0.36 

20%In -0.06 0.09 0.18 0.27 0.36 

10%In -0.16 0.10 0.20 0.30 0.40 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.21 0.11 0.22 0.33 0.44 

100%In -0.03 0.13 0.26 0.39 0.52 

50%In -0.04 0.08 0.16 0.24 0.32 

20%In -0.05 0.09 0.18 0.27 0.36 

10%In -0.15 0.10 0.20 0.30 0.40 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.20 0.12 0.24 0.36 0.48 

   ※ 算出条件 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In   -0.33～0.27   -0.48～0.42   -0.63～0.57 

50%In -0.23～0.13 -0.32～0.22 -0.41～0.31 

20%In -0.24～0.12 -0.33～0.21 -0.42～0.30 

10%In -0.36～0.04 -0.46～0.14 -0.56～0.24 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.43～0.01 -0.54～0.12 -0.65～0.23 

100%In -0.29～0.23   -0.42～0.36 -0.55～0.49 

50%In -0.20～0.12 -0.28～0.20 -0.36～0.28 

20%In -0.23～0.13 -0.32～0.22 -0.41～0.31 

10%In -0.35～0.05 -0.45～0.15 -0.55～0.25 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.44～0.04 -0.56～0.16 -0.68～0.28 

 

合成誤差の限度：精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.6% 

             5%In 0.9% 

普通電力量計と組み合わせる場合 100%～50%In  1.0% 

              5%In 1.3% 
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（３）特別高圧（7kV 超過）モールド形変圧変流器 

         

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：20 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの：7 台 

 

１） 変圧器部分の比誤差、位相角 

  負担 最大値 最小値 平均値 標準偏差 

比誤差 (％) 0.09 -0.15 -0.04 0.04 

位相角 (分) 
100% 

0.4 -4.3 -1.2 1.2 

比誤差 (％) 0.14 -0.05  0.07 0.06 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

0.5 -2.1 -0.6 0.6 

比誤差 (％) 0.11 -0.15 -0.01 0.05 

位相角 (分) 
100% 

7.4  0.9  4.0 2.5 

比誤差 (％) 0.17 -0.15  0.08 0.08 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

3.7  0.3  2.0 1.3 

比誤差 (％) 0.02 -0.08 -0.02 0.03 

位相角 (分) 
100% 

2.9 -2.7 -0.1 1.8 

比誤差 (％) 0.12  0.01  0.06 0.04 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

2.6 -1.1  0.3 1.1 

比誤差 (％) 0.05 -0.02  0.00 0.02 

位相角 (分) 
100% 

5.8  2.2  3.7 1.1 

比誤差 (％) 0.12  0.02  0.07 0.03 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

3.2  1.5    2.2 0.6 

※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２）変流器部分の比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差 

100%In 0.16 -0.10 -0.02 0.08 

20%In 0.13 -0.15 -0.05 0.09 

10%In 0.12 -0.17 -0.07 0.10 
比誤差 (％) 

5%In 0.11 -0.20 -0.10 0.10 

100%In 0.8 -1.9 -0.5 1.0 

20%In 1.6 -1.7 -0.1 1.1 

10%In 2.2 -1.5  0.2 1.2 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 3.2 -1.2  0.6 1.4 

100%In 0.15 -0.09 -0.02 0.08 

20%In 0.14 -0.14 -0.04 0.09 

10%In 0.13 -0.16 -0.06 0.10 
比誤差 (％) 

5%In 0.12 -0.19 -0.08 0.10 

100%In 0.8 -1.9 -0.5 1.0 

20%In 1.5 -1.7 -0.2 1.1 

10%In 2.1 -1.6  0.0 1.2 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 3.0 -1.4  0.3 1.4 

100%In 0.01 -0.09 -0.02 0.03 

20%In 0.01 -0.09 -0.03 0.03 

10%In 0.02 -0.13 -0.04 0.05 
比誤差 (％) 

5%In 0.02 -0.22 -0.05 0.08 

100%In 1.4 0.2 0.6 0.4 

20%In 2.4 0.3 1.0 0.6 

10%In 2.9 0.4 1.3 0.8 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 3.3 0.6 1.7 1.0 

100%In 0.01 -0.08 -0.01 0.02 

20%In 0.01 -0.08 -0.02 0.03 

10%In 0.02 -0.10 -0.02 0.04 
比誤差 (％) 

5%In 0.02 -0.19 -0.03 0.07 

100%In 1.3 0.1 0.6 0.4 

20%In 1.8 0.3 0.9 0.5 

10%In 2.3 0.4 1.2 0.6 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 2.8 0.6 1.5 0.8 

   ※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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３）力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In -0.07 0.09 0.18 0.27 0.36 

50%In -0.08 0.10 0.20 0.30 0.40 

20%In -0.09 0.10 0.20 0.30 0.40 

10%In -0.10 0.10 0.20 0.30 0.40 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.13 0.11 0.22 0.33 0.44 

100%In -0.01 0.01 0.02 0.03 0.04 

50%In -0.02 0.02 0.04 0.06 0.08 

20%In -0.02 0.03 0.06 0.09 0.12 

10%In -0.03 0.05 0.10 0.15 0.20 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.05 0.08 0.16 0.24 0.32 

※ 算出条件 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In  -0.25～0.11  -0.34～0.20  -0.43～0.29 

50%In -0.28～0.12 -0.38～0.22 -0.48～0.32 

20%In -0.29～0.11 -0.39～0.21 -0.49～0.31 

10%In -0.30～0.10 -0.40～0.20 -0.50～0.30 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.35～0.09 -0.46～0.20 -0.57～0.31 

100%In -0.03～0.01 -0.04～0.02 -0.05～0.03 

50%In -0.06～0.02 -0.08～0.04 -0.10～0.06 

20%In -0.08～0.04 -0.11～0.07 -0.14～0.10 

10%In -0.13～0.07 -0.18～0.12 -0.23～0.17 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.21～0.11 -0.29～0.19 -0.37～0.27 

 

合成誤差の限度：特別精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.3% 

           5%In 0.6% 

精密電力量計と組み合わせる場合  100%～20%In  0.6% 

               5%In 0.9% 
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（４）特別高圧（7kV 超過）コンデンサ形変圧変流器 

 

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：38 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの：19 台 

 

１）変圧器部分の比誤差、位相角 

  負担 最大値 最小値 平均値 標準偏差

比誤差 (%) 0.07 -0.26 -0.09 0.06 

位相角 (分) 
100% 

10.8 - 5.3 4.5 2.8 

比誤差 (%) 0.13 -0.21 -0.02 0.06 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

7.3 - 7.0 2.7 2.5 

比誤差 (%) 0.23 -0.20  0.00 0.07 

位相角 (分) 
100% 

13.6 - 1.4 6.5 2.8 

比誤差 (%) 0.20 -0.18  0.02 0.07 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

9.6 - 2.8 3.7 2.3 

比誤差 (%) 0.08 -0.28 -0.07 0.10 

位相角 (分) 
100% 

9.8 -10.1 4.0 5.0 

比誤差 (%) 0.18 -0.40 -0.01 0.10 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

5.9 -10.9 1.9 4.3 

比誤差 (%) 0.20 -0.16  0.02 0.09 

位相角 (分) 
100% 

12.6 - 1.0 5.9 3.3 

比誤差 (%) 0.22 -0.10  0.04 0.08 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

7.0 - 6.4 2.8 3.3 

※ 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２）変流器部分の比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差 

100%In 0.14 -0.14 0.07 0.05 

20%In 0.20 -0.26 0.05 0.06 

10%In 0.21 -0.27 0.03 0.06 
比誤差 (%) 

5%In 0.16 -0.30 0.00 0.07 

100%In  3.3 -2.7 0.1 0.9 

20%In  6.5 -0.5 1.6 1.4 

10%In  9.9 -0.1 2.8 1.9 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 14.9 -0.3 5.1 2.8 

100%In 0.16 -0.11 0.09 0.05 

20%In 0.25 -0.21 0.09 0.05 

10%In 0.26 -0.24 0.08 0.06 
比誤差 (%) 

5%In 0.21 -0.28 0.08 0.06 

100%In  3.0 -2.7 0.0 0.9 

20%In  6.5 -1.2 1.0 1.3 

10%In  9.8 -1.4 1.9 1.7 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 14.4 -1.5 3.4 2.4 

100%In 0.14 -0.02  0.06 0.05 

20%In 0.14 -0.06  0.03 0.06 

10%In 0.13 -0.11  0.01 0.07 
比誤差 (%) 

5%In 0.15 -0.17 -0.02 0.08 

100%In 3.9 -0.9 0.4 0.7 

20%In 4.9  0.4 2.0 0.9 

10%In 5.8  0.6 3.3 1.4 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 9.8  1.5 5.6 2.3 

100%In 0.15  0.01  0.09 0.04 

20%In 0.15  0.00  0.08 0.05 

10%In 0.14 -0.01 0.07 0.05 
比誤差 (%) 

5%In 0.14 -0.05 0.07 0.05 

100%In 2.0 -1.1 0.1 0.5 

20%In 2.5 -0.3 1.2 0.7 

10%In 4.9  0.3 2.2 1.2 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 8.6  1.1 3.9 1.8 

※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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３） 力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In 0.02 0.12 0.24 0.36 0.48 

50%In 0.01 0.12 0.24 0.36 0.48 

20%In 0.00 0.12 0.24 0.36 0.48 

10%In -0.02 0.12 0.24 0.36 0.48 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.03 0.14 0.28 0.42 0.56 

100%In 0.03 0.11 0.22 0.33 0.44 

50%In 0.01 0.11 0.22 0.33 0.44 

20%In 0.00 0.11 0.22 0.33 0.44 

10%In -0.02 0.11 0.22 0.33 0.44 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.05 0.12 0.24 0.36 0.48 

※ 算出条件 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In -0.22～0.26 -0.34～0.38 -0.46～0.50 

50%In -0.23～0.25 -0.35～0.37 -0.47～0.49 

20%In -0.24～0.24 -0.36～0.36 -0.48～0.48 

10%In -0.26～0.22 -0.38～0.34 -0.50～0.46 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.31～0.25 -0.45～0.39 -0.59～0.53 

100%In -0.19～0.25 -0.30～0.36 -0.41～0.47 

50%In -0.21～0.23 -0.32～0.34 -0.43～0.45 

20%In -0.22～0.22 -0.33～0.33 -0.44～0.44 

10%In -0.24～0.20 -0.35～0.31 -0.46～0.42 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.29～0.19 -0.41～0.31 -0.53～0.43 

 

合成誤差の限度：特別精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.3% 

           5%In 0.6% 

精密電力量計と組み合わせる場合  100%～20%In  0.6% 

               5%In 0.9% 
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（５）特別高圧（7kV 超過）油入形変圧変流器 

 

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：158 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの： 72 台 

 

１）変圧器部分の比誤差、位相角 

  負担 最大値 最小値 平均値 標準偏差

比誤差 (%) 0.22 -0.23 -0.05 0.09 

位相角 (分) 
100% 

5.6 -6.4 -1.5 2.5 

比誤差 (%) 0.26 -0.18  0.02 0.08 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

5.0 -4.3 -0.7 1.8 

比誤差 (%) 0.20 -0.20 -0.05 0.09 

位相角 (分) 
100% 

12.8 -2.2  2.0 2.9 

比誤差 (%) 0.27 -0.17  0.02 0.09 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

8.6 -1.8  1.1 1.9 

比誤差 (%) 0.20 -0.24 -0.02 0.10 

位相角 (分) 
100% 

8.8 -5.1  1.3 3.3 

比誤差 (%) 0.22 -0.10  0.06 0.08 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

5.6 -3.3  0.7 2.1 

比誤差 (%) 0.19 -0.24 -0.02 0.09 

位相角 (分) 
100% 

7.5 -6.7  0.6 2.7 

比誤差 (%) 0.22 -0.09  0.06 0.08 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

3.8 -3.3    0.3 1.6 

※ 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２）変流器部分の比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差

100%In 0.29 -0.17  0.05 0.09 

20%In 0.30 -0.20  0.04 0.08 

10%In 0.28 -0.31  0.01 0.08 
比誤差 (%) 

5%In 0.22 -0.60 -0.06 0.09 

100%In  5.6 -4.6 -1.0 1.6 

20%In  6.0 -5.0 -0.4 1.6 

10%In  9.6 -4.3 -0.3 2.1 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 14.1 -4.0  0.5 2.7 

100%In 0.30 -0.12  0.09 0.09 

20%In 0.33 -0.11  0.09 0.08 

10%In 0.31 -0.15  0.07 0.08 
比誤差 (%) 

5%In 0.25 -0.31  0.01 0.08 

100%In  5.6 -5.1 -1.3 1.5 

20%In  3.8 -5.2 -1.0 1.4 

10%In  5.7 -4.5 -1.1 1.8 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In  9.8 -4.9 -0.6 2.3 

100%In 0.19 -0.19  0.01 0.09 

20%In 0.18 -0.23  0.04 0.07 

10%In 0.13 -0.32 -0.02 0.07 
比誤差 (%) 

5%In 0.09 -0.44 -0.09 0.09 

100%In  4.0 -4.0 -0.1 1.4 

20%In  9.1 -4.6  0.0 2.1 

10%In 12.6 -5.3  0.9 2.6 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 16.8 -6.7  2.1 3.4 

100%In 0.28 -0.13  0.06 0.09 

20%In 0.29 -0.19  0.09 0.07 

10%In 0.27 -0.24  0.05 0.07 
比誤差 (%) 

5%In 0.23 -0.32 -0.02 0.09 

100%In  4.3 -4.4 -0.4 1.4 

20%In 11.3 -5.0 -0.5 2.1 

10%In 15.6 -5.6 0.0 2.5 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 21.8 -7.2 0.9 3.3 

※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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３） 力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In 0.00 0.07 0.14 0.21 0.28 

50%In 0.00 0.08 0.16 0.24 0.32 

20%In -0.02 0.09 0.18 0.27 0.36 

10%In -0.08 0.10 0.20 0.30 0.40 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.01 0.08 0.16 0.24 0.32 

100%In -0.01 0.10 0.20 0.30 0.40 

50%In 0.00 0.09 0.18 0.27 0.36 

20%In 0.01 0.10 0.20 0.30 0.40 

10%In -0.04 0.10 0.20 0.30 0.40 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.12 0.10 0.20 0.30 0.40 

※ 算出条件 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In -0.14～0.14 -0.21～0.21 -0.28～0.28 

50%In -0.16～0.16 -0.24～0.24 -0.32～0.32 

20%In -0.20～0.16 -0.29～0.25 -0.38～0.34 

10%In -0.28～0.12 -0.38～0.22 -0.48～0.32 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.17～0.15 -0.25～0.23 -0.33～0.31 

100%In -0.21～0.19 -0.31～0.29 -0.41～0.39 

50%In -0.18～0.18 -0.27～0.27 -0.36～0.36 

20%In -0.19～0.21 -0.29～0.31 -0.39～0.41 

10%In -0.24～0.16 -0.34～0.26 -0.44～0.36 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.32～0.08 -0.42～0.18 -0.52～0.28 

 

合成誤差の限度：特別精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.3% 

              5%In 0.6% 

精密電力量計と組み合わせる場合  100%～20%In  0.6% 

               5%In 0.9% 
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（６）特別高圧（7kV 超過）GIS 直結形変圧変流器 

 

製造後、10 年以上 15 年未満のもの：169 台 

製造後、20 年以上 30 年未満のもの：3 台 

 

１）変圧器部分の比誤差、位相角 

  負担 最大値 最小値 平均値 標準偏差

比誤差 (%) 0.28 -0.17  0.00 0.09 

位相角 (分) 
100% 

 7.9 -7.3 -0.1 2.6 

比誤差 (%) 0.30 -0.09  0.06 0.08 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

 5.1 -5.1 -0.3 1.7 

比誤差 (%) 0.28 -0.14 -0.01 0.09 

位相角 (分) 
100% 

 3.9 -7.4 -1.0 2.4 

比誤差 (%) 0.30 -0.09  0.05 0.08 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

 2.0 -5.4 -0.8 1.7 

比誤差 (%) 0.02 -0.01  0.00 0.01 

位相角 (分) 
100% 

-1.2 -6.7 -3.2 2.7 

比誤差 (%) 0.09  0.06  0.08 0.01 

位相角 (分) 

力率

0.8 
50% 

-0.4 -4.8 -2.0 2.1 

比誤差 (%) 0.01 -0.04 -0.01 0.02 

位相角 (分) 
100% 

 2.0 -1.5  0.8 1.6 

比誤差 (%) 0.08  0.07  0.07 0.01 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

力率

0.2 
50% 

 1.2 -2.2 0.0 1.6 

※ 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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２）変流器部分の比誤差、位相角 

 負担力率 0.8 負荷電流 最大値 最小値 平均値 標準偏差 

100%In 0.24 -0.16  0.01 0.06 

20%In 0.20 -0.22  0.01 0.06 

10%In 0.15 -0.26 -0.03 0.07 
比誤差 (%) 

5%In 0.25 -0.32 -0.07 0.08 

100%In  3.4 -3.8 -0.7 1.2 

20%In  6.3 -4.3 -0.5 1.9 

10%In  8.9 -4.6  0.0 2.4 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 12.7 -6.4  0.6 3.2 

100%In 0.25 -0.11  0.04 0.07 

20%In 0.26 -0.16  0.04 0.07 

10%In 0.18 -0.19  0.01 0.07 
比誤差 (%) 

5%In 0.27 -0.24 -0.03 0.07 

100%In  2.4 -3.9 -0.9 1.1 

20%In  4.3 -4.4 -0.8 1.8 

10%In  5.6 -5.1 -0.5 2.1 

10 年以

上 15 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In  8.4 -6.8 -0.1 2.8 

100%In 0.02 -0.04 -0.01 0.02 

20%In 0.03 -0.02  0.01 0.02 

10%In 0.02 -0.08 -0.01 0.03 
比誤差 (%) 

5%In 0.02 -0.17 -0.05 0.06 

100%In 0.5 -1.8 -0.6 0.8 

20%In 0.8 -2.4 -0.9 1.2 

10%In 1.0 -2.5 -0.6 1.3 
位相角 (分) 

負担

100%

5%In 1.6 -2.5 -0.2 1.4 

100%In 0.03 -0.02  0.01 0.01 

20%In 0.07 -0.01  0.03 0.02 

10%In 0.04 -0.05  0.01 0.03 
比誤差 (%) 

5%In 0.02 -0.11 -0.02 0.05 

100%In 0.4 -2.0 -0.7 0.9 

20%In 0.7 -2.9 -1.3 1.5 

10%In 0.9 -2.7 -1.1 1.4 

20 年以

上 30 年

未満 

位相角 (分) 

負担

50% 

5%In 1.5 -2.9 -0.8 1.5 

※ 調査台数×素子数の結果である。 

 各比誤差および位相角の限度は３項（p29 以降）を参照 
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３） 力率１の誤差（合成誤差） 

標準偏差（％）  負荷電流 平均値 

（％） 1σ 2σ 3σ 4σ 

100%In 0.01 0.09 0.18 0.27 0.36 

50%In 0.01 0.09 0.18 0.27 0.36 

20%In 0.00 0.09 0.18 0.27 0.36 

10%In -0.03 0.09 0.18 0.27 0.36 

10 年以上 

15 年未満 

5%In 0.00 0.08 0.16 0.24 0.32 

100%In 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 

50%In 0.01 0.01 0.02 0.03 0.04 

20%In 0.02 0.01 0.02 0.03 0.04 

10%In 0.00 0.03 0.06 0.09 0.12 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.03 0.06 0.12 0.18 0.24 

※ 算出条件 定格負担、負担力率 0.8 

 

 

標準偏差と平均値（％）  負荷電流 

m±2σ m±3σ m±4σ 

100%In -0.17～0.19 -0.26～0.28 -0.35～0.37 

50%In -0.17～0.19 -0.26～0.28 -0.35～0.37 

20%In -0.18～0.18 -0.27～0.27 -0.36～0.36 

10%In -0.21～0.15 -0.30～0.24 -0.39～0.33 

10 年以上 

15 年未満 

5%In -0.16～0.16 -0.24～0.24 -0.32～0.32 

100%In -0.02～0.02 -0.03～0.03 -0.04～0.04 

50%In -0.01～0.03 -0.02～0.04 -0.03～0.05 

20%In 0～0.04 -0.01～0.05 -0.02～0.06 

10%In -0.06～0.06 -0.09～0.09 -0.12～0.12 

20 年以上 

30 年未満 

5%In -0.15～0.09 -0.21～0.15 -0.27～0.21 

 

合成誤差の限度：特別精密電力量計と組み合わせる場合 100%～20%In  0.3% 

              5%In 0.6% 

精密電力量計と組み合わせる場合  100%～20%In  0.6% 

               5%In 0.9% 
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２． 高圧変成器の経年による誤差変化 

 位相角及び合成誤差に経年による誤差変化があるかどうかの調査を変成器製造事業者におい

て行った。 

 

（１）高圧（7kV 以下）モールド形変圧変流器 （定格 1 次電圧 6.6kV） 

 

１）変圧器部分 

誤差変化 
  

製造後の経過年数

（年） 

台数 

（台）
負担力率 

比誤差（％） 位相角（分）

Ａ社 ４ 0.8 +0.01 -0.5 

Ｂ社 ７ 0.2 -0.01 -2.9 

Ｃ社 ２０ 0.2 +0.01 +2.6 

Ｄ社 

１０～１５ 

１９ 0.2 +0.01  0.0 

 

   ２）変流器部分 

誤差変化 
 

製造後の経

過年数（年） 

台数 

（台）
負担力率 負荷電流

比誤差（％） 位相角（分）

100%In +0.01 +0.8 

20%In +0.02 +1.9 Ａ社 ２４ 0.9 

5%In +0.03 +2.9 

100%In -0.01 -0.3 

20%In -0.02 -0.3 Ｂ社 ７ 0.9 

5%In -0.05 -0.4 

100%In -0.01 +0.4 

20%In -0.01 +0.7 Ｃ社 ２０ 0.2 

5%In -0.02 +1.0 

100%In  0.00 -0.9 

20%In -0.01 -0.9 Ｄ社 

１０～１５ 

１９ 0.2 

5%In -0.02 -1.2 

 

 

（２） 油入形変圧変流器 

誤差変化 
 

製造後の経

過年数（年） 

台数 

（台）
 負荷電流

比誤差（％） 位相角（分）

変圧器  +0.01 -1.5 

100%In -0.02 +1.3 

20%In -0.02 +1.4 
20kV ２２ １ 

変流器 

5%In -0.03 +1.5 

変圧器  -0.02 -0.9 

100%In +0.01 -0.7 

20%In +0.01 +1.2 
60kV ２１ １ 

変流器 

5%In -0.02 -1.3 
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 （３） コンデンサ形変圧器 

誤差変化 
 

製造後の経過

年数（年） 

台数 

（台） 比誤差（％） 位相角（分） 

3154 kV １５ ３ +0.01 +1.8 

3275 kV １５ ３ +0.03 +1.0 
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３．変成器の比誤差及び位相角の許容差 

 （１）変流器の比誤差及び位相角 （特定計量器検定検査規則第 764 条第 1項） 

    負担力率：0.8、定格負担の 50％及び 100％のもとで、変成器の比誤差及び位相角の絶

対値は、下表の限度を超えてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）変圧器の比誤差及び位相角 （特定計量器検定検査規則第 764 条第 2項） 

    下表の負担力率の定格負担の 50％及び 100％のもとで、定格一次電圧における比誤差及

び位相角の絶対値は、下表の限度を超えてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）変成器の誤差（合成誤差） （特定計量器検定検査規則第 766 条） 

    変成器の誤差の絶対値は、下表の限度（変流器のみの場合は誤差の限度の 1.5 倍）を超

えてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

ともに使用する変付計器 負荷電流 
比誤差の限度 

（％） 

位相角の限度

（分） 

100％In 1.0  60 

20％In 1.5  90 

普通電力量計 

無効電力量計 

最大需要電力計 5％In 2.5 150 

100％In 0.5  30 

20％In  0.75  45 

10％In 1.0  60 
精密電力量計 

5％In  1.25  75 

特別精密電力量計 
100％In，20％In， 

10％In，5％In 
0.3  20 

ともに使用する変付計器 負担力率 
比誤差の限度 

（％） 

位相角の限度

（分） 

0.8 1.0 40 普通電力量計，無効電力量

計，最大需要電力計 0.2 1.0 60 

0.8 0.5 20 
精密電力量計 

0.2 0.5 40 

0.8 0.3 15 
特別精密電力量計 

0.2 0.3 25 

ともに使用する変付計器 力率 負荷電流 
誤差の限度 

（％） 

100%In,50%In ※ 1.0 
1 

10%In 1.3 最大需要電力計 

0.5 100%In 1.8 

100%In,50%In 1.0 
1 

5%In 1.3 普通電力量計 

0.5 100%In,20%In 1.8 
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※ 試験点の負荷電流は、電子式計器の試験条件である。 

 

 

 （４）相互干渉（変圧変流器のみ） （特定計量器検定検査規則第 775 条） 

    変圧変流器は、変圧器部分に定格一次電圧、変流器部分に負担力率 0.8 の定格負担の

50％のもとで、10％In の負荷電流における相互干渉は、下表の値を超えてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 （５）変成器及び変付計器の誤差（総合誤差） （特定計量器検定検査規則第 767 条） 

    変付計器が変成器とともに使用される場合の誤差（総合誤差）は、下表の公差を超えて

はならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100%In,50%In,20%In 0.6 
1 

5%In 0.9 

100%In,50%In,20%In 0.9 
精密電力量計 

0.5 
10%In 1.5 

100%In,50%In,20%In 0.3 
1 

5%In 0.6 

100%In,50%In,20%In 0.5 
特別精密電力量計 

0.5 
10%In 0.8 

0.866 100%In,50%In,20%In 1.8 
無効電力量計 

0 100%In 1.0 

ともに使用する変付計器 
相互干渉の値 

（％） 

普通電力量計，無効電力量計，最大需要電力計 0.6 

精密電力量計 0.3 

特別精密電力量計 0.2 

ともに使用する変付計器 力率 負荷電流 
公差 

（％） 

1 100%In,50%In,10%In 3.0 
最大需要電力計 

0.5 100%In 3.0 

1 100%In,50%In,5%In 2.0 
普通電力量計 

0.5 100%In,20%In 2.5 

100%In,50%In,20%In 1.2 
1 

5%In 1.8 

100%In,50%In,20%In 1.3 
精密電力量計 

0.5 
10%In 2.0 

100%In,50%In,20%In 0.6 
1 

5%In 1.0 

100%In,50%In,20%In 0.7 
特別精密電力量計 

0.5 
10%In 1.1 

0.866 100%In,50%In,20%In 2.5 
無効電力量計 

0 100%In 2.5 
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４．使用中の変成器の構造及び誤差  (特定計量器検定検査規則第 782 条) 

  立ち入り検査等において、下記に適合しない場合は、合番号を除去することができる。 

 

（１）表記（検則第 755 条）、湿度による影響（検則第 756 条） 

 （２）変成器の使用負担における誤差の絶対値の限度（変流器は誤差の限度の 1.5 倍） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）誤差（総合誤差） 

   変付計器が変成器とともに使用されている場合の公差の限度。（変成器の使用負担に

おける誤差と変付計器の器差の代数和で公差を算出する） 

ともに使用する変付計器 力率 負荷電流 
誤差の限度 

（％） 

最大需要電力計 1 50%In 1.0 

100%In,50%In 1.0 
普通電力量計 1 

20%In 1.3 

100%In,50%In 0.6 
精密電力量計 1 

10%In 0.9 

100%In,50%In 0.3 
特別精密電力量計 1 

10%In 0.6 

無効電力量計 0.866 50%In 1.8 

ともに使用する変付計器 力率 負荷電流 
公差 

（％） 

最大需要電力計 1 50%In 4.0 

普通電力量計 1 100%In,50%In,20%In 3.0 

100%In,50%In 1.7 
精密電力量計 1 

10%In 2.5 

100%In,50%In 0.9 
特別精密電力量計 1 

10%In 1.4 

無効電力量計 0.866 50%In 4.0 


